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真光寺川を清流にする会
世話人 山 口 拓郎

最近魚の群れが目立つようになってきた。

かるがもも新たに 3羽 孵わた。それより嬉 し

いのは親水に子ども達の姿を多く見かけるよ

うになったことだ。今年は例年になく長い梅

雨だつたが春から夏へ真光寺)||の季節の推移

を 「まつ り」の準備 とあわせて綴ってみたい。
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真光寺川の話 ,水質検査の話
10時 か ら4班 に分かれ 「川の清掃」「水質
検査」「笹舟作りとレースJ煩 番に消化する。
子ども達は川に入ると大喜び。予定通 り終了。
学技で校長先生か ら給食をご馳走になる。

是是喜暑撃幹ちr嬰 省ぁ寮覚策窯宏蓄書集ま
つて来る。 3ク ラス。それぞれ数班に分かれ
「真光寺川の観察 ,体験Jを 説明していく。

授性があつて面白い。父兄の方々も熱心にう
なずきながら聞いている。クラスを回り短い
ヨメン トをさしてもらう。

患量農黒、泉と据倉f、票督鎌番は柔らかい。
9時 30分 、開戸観水に 15名 集合。検出、
平野先生も。深みは逮けて昼まで清掃作業。
上流で自転車 2台 。 さつぱ りする。
反省会、ぼつばつ 「まつ りJの 構想など。

留率揺乳 本親 ぷ 果 甲 姦 暫 課 義 学。鶴四
小の先生方 もぅ

議 瞥ヂぜ棟離 す。
9時 30分 、開戸親水集合。 17名 。
4憂 に分かれて神明橋まで2Km。 しただ橋

昌暑基|&晶発昼省曇輪宮毛塁震欝罫唇森
「ごみフェスタ」への小学生の参加について

込晶兵星鼻道就 撰義習琶獲誓克て法零祷開
して頂くことになる。ゴミを拾いながら下堰
親水、開戸観水、元真光寺交番跡でサンプル
を採集。 しただ橋で目を軽らして確かめたと
ころ革むらに規鳥の頭が見えた。ホッとする。
だが後日とうとう雛は癖 らなかったことが判
る。一見川は平和に見えるが天敵に満ちてい
るのであろう。自然の摂理は厳 しい。

鮮 動 縄 墓蕃 富P言 軽 鵠 寮「誓
寄贈頂くことになつた。 8年 分のバ ックナン
パーが捕っている。注文 した専用のファイル
が届いたので作業をする。待井 さん、小)11さ
んが手伝つて

｀
Fさ る。
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晶楯農?盆見用F望釜等舟箕た畠各:藻が川
唇媛虐漏素五料最格蛋黎サ紫笛署結岳美。
と負F綴晏雷荒そじ、楚身チモ畳留番準岳魚を負
もの雛を見かけませんねと云われる。
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会 :清掃作業

4班 に分かれて開戸親水から神明橋まで 2''
mを 清掃作業。
終わつていこい会館で 「真光寺まつり実行委
員会J開 催。大川先生、水槽、紹、投網等の
機材を昨年通 り貸 して下さるそ うであ りがた
い。ア トラクションはお父さん方が 「桶太鼓J
して下さるとのこと。
横山先生、子 ども達が 「五平もちJを 作つて
振る舞つてくれるとのこと。
平野先生にも子供の作品農展を依頼する。

閣 緩 諄書キ斎揮 桂 琶Z鋒 魂炉観 担、
準密の段取 り等を討議
7月 13日 (日)偶 会 :清掃作業
夜明けに雨上がる。高橋 さんと組談 して予定

害拳畳察書曇岳婁督畳唇畠亀F塗覆夕畳善景
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念霧曇ダ軍農あ庭暫臭品鬼笙禁身と室拝宅千
畠浸発裂寧垢蕎せそ早崩焦曾奮禁iを配布チ
尋忌墨壕広蓄子決雲賢墓定后し13農蕩!そ

し

好、員魯見足基裟↓、せ宅ワ讐少車で搬入。
鷺晃空亀昇も賓°翻閣、キ桑鶴r得ども達
魚摯昼堂暮澄墨蕗L舎題こ負掛

行するかどう

着聖無祷李を電違卒霊宕F襖麓桑と、山岡き
告季妻数杏磐畠急季委加李響督多

は投網を持

亀呈ゑ泉ど8基督拷宕笙客李マズを運ぶ。
ナマズは振動に弱いとの説があり気がかり。
和光鶴小、密三か、鶴四小の子ども達の作品
を全員で飾り付け。力作が多い。
二日さんがTシ ャツ、60枚 持参。好評で早
くも品切れが懸念される。8時 作業終了。
激しい雷雨。二日さんがテルテル坊主を品す。


